
第 10 章　近代国家の成立　2. 明治維新と文明開化（4）神道とキリスト教 　明治維新後、政府は王政復古による祭政一致の立場をとり、神
じん

祇
ぎ

官
かん

を再興して国学者や神道家を登用し、神道国教化策を打ち出した。
1868（明治元）年には、神仏分離令を出してそれまでの神仏習合の伝
統を破壊し、寺院の支配下にあった神社は独立させた。
　古くより地蔵信仰の霊場であった大山は、大

だいせん

山寺
じ

として地蔵菩薩
を本地とする中腹の大

だい

智
ち

明
みょう

権
ごんげん

現を本社に、付近の西
さいらくいん

楽院が本坊とし
て寺務を取り仕切っていた。しかし、神仏分離令により山麓の二宮
大明神を大

おおがみやま

神山神社と改名、3年後に国幣小社に列格されたあと、
1875（明治8）年9月、大山寺号が廃絶となり、西楽院が廃寺とされる
こととなった。
　この資料は、大神山神社に残されていた大山寺関係資料の 1 つで
あり、それまで大山寺運営の中心だった西楽院が正に取り壊される
1876（明治9）年のものである。西楽院所有の山林が地域に果たしてい

る役割にかんがみ、困窮した寺院
が鳥取県に対し格別に「修理活計
料」として山の下渡しを求めてい
る。権現附属建物とされることに
なった西楽院のおかれた状況の厳
しさと、その中でも何らかの基盤
を守ろうとした僧徒の努力を読み
取ることができる。                       

  （担当：前田孝行）

近代

神仏分離令と大
だいせん

山寺
じ

・鳥取県『新鳥取県史資料編　近代 5　行政 2・社会・宗教』（2018年）
・鳥取県『鳥取県史　近代　第4巻　社会・文化篇』（1969年）
・鳥取県『鳥取県史　近代　第5巻　資料篇』（1967年）
・米子市史編さん協議会編『新修米子市史　第5巻　民俗編』（2000年）
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「西楽院買入山林御下渡歎願」（大神山神社蔵）★

★の写真は教育活動以外での無断利用や転載を禁止します。
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鳥取県立公文書館新鳥取県史を活用したデジタル郷土学習教材《解説》《ご利用にあたって》

https://www.pref.tottori.lg.jp/273890.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/kobunsho/
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1251968/commentary.pdf
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